
南雲 岳彦 氏ゲスト

会場

対象

まちの
暮らしやすさを
みんなで考えよう
2025

お申し込みはこちらから▶▶

【第２部】ワークショップ

12/3

黒部市福祉センター
黒部市金屋464-1

行政・公的セクター職員、地域活動者

ウェルビーイングにご興味のある方

ウェルビーイング学会理事、一般社団法人AiCTコンソー
シアム顧問、一般社団法人渋谷国際都市共創機構理事。
地球環境と市民が共存し、誰もが幸福になれるグリーン
＆デジタルなまちづくりと国づくりに従事。デジタル庁
田園都市Well-Being指標委員会委員、内閣府規制改革推
進会議等の国の審議会委員等を歴任。東京都、渋谷区、
横浜市、鎌倉市、加古川市、会津若松市、浜松市等自治
体・民間企業のアドバイザー、IPAデジタルアーキテクチ
ャ・デザインセンター・アドバイザリーボードメンバ
ー、慶応義塾大学大学院政策・メディア研究科特別招聘
教授およびシステムデザイン・マネジメント研究科特任
教授、京都大学経営管理大学院客員教授、横浜市立大学
特任教授、立命館大学招聘教授、立命館アジア太平洋大
学客員教授、金沢工業大学客員教授、国際大学GLOCOM
上席客員研究員、ロイヤルメルボルン工科大学シニア・
フェロー等を兼任。(2025年10月時点）

　〒938-0022 富山県黒部市金屋464-1

　☎ 0765-54-1082

協力：一般社団法人SMARTふくしラボ

主催：社会福祉法人黒部市社会福祉協議会

政府が推進する「デジタル田園都市国家構想」に
おいて、地域におけるWell-Beingを計測する指標
として活用されている 地域幸福度（ウェルビーイ
ング）指標について、指標を読み解く力と活かし
方についてを学びましょう。

　地域幸福度（ウェルビーイング）
　指標について知る、学ぶ

18:00-20:00
   参加無料

(水)

私たちは「５GOALS for 黒部」を推進します

黒部市で７月から９月に調査し、集まった約500
件の調査結果を基に「心ゆたかな暮らし」
（Well-Being）と「持続可能な環境・社会・経
済」（Sustainability）の実現に向け、主観デー
タと客観データを見ながら、指標を活用したまち
づくりについて、みんなで話し合いましょう。

ウェルビーイング指標を活用し

【第１部】講義

  地域幸福度（ウェルビーイング）指標を
  活用してまちの暮らしやすさを話し合おう

forms.gle/pKHqKmGEr6AeTsi68

 一般社団法人
スマートシティ・インスティテュート 代表理事
三菱UFJリサーチ＆コンサルティング 専務執行役員



「まちの暮らしやすさをみんなで考えよう」参加申込書

FAX: 0765-52-2797

ワークショップの内容

プログラム

第4次地域福祉活動計画推進評価委員
Well-Being指標活用ファシリテーター

※託児サービスはご用意し
ておりませんが、お子様と
一緒にご参加いただくこと
は可能です。

　18：00ー18：10　オープニング

【第１部】18：10ー18：40　講義
　地域幸福度（ウェルビーイング）指標について知る、学ぶ
　　　講師　南雲 岳彦 氏

【第２部】18：40ー19：40　ワークショップ
　地域幸福度（ウェルビーイング）指標を
　　活用してまちの暮らしやすさを話し合おう
　　　ファシリテーター　下山  紗代子 氏、廣川  頼央氏

　19：40ー20：00　共有・まとめ

地域幸福度（ウェルビーイング）指標のダッシュボードは、こちらのQRコードより、
ご覧いただけます。https://well-being.digital.go.jp/dashboard/

地域幸福度（ウェルビーイング）指標を活用して
「まちの暮らしやすさ」をみんなで話し合いましょう！

①所属　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　

②氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

③連絡先（メールアドレス または 電話番号）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

④お住まい　　黒部市内　／　黒部市外（富山県内）　／　その他（　　　　　　県　） 　　　　　　　

【事務局】黒部市社会福祉協議会　〒938-0022　 富山県黒部市金屋464-1　 ☎0765-54-1082
↑↑↑

申込はこちらから

・地域幸福度指標とは、客観指標と主観指標のデータをバランスよく活
用し、市民の「暮らしやすさ」と「幸福感(ウェルビーイング)」を指標
で数値化・可視化したものです。

・国のデジタル田園都市国家構想では、目指す「心ゆたかな暮らし」(ウ
ェルビーイング)と「持続可能な環境・社会・経済」(サステナビリティ)
の実現に向けた取組の指標として、行政だけでなく産官学、市民を含め
た様々なプレイヤーの協力を引き出すツールとして地域幸福度(ウェルビ
ーイング)指標が活用されています。

・昨年度に引き続き、今年度も７月から９月の３か月間で、黒部市内外
の皆さまにアンケート調査にご協力いただき、全500件を超える回答が
集まりました。アンケート調査で集まった住民の皆さまの主観データを
基に、暮らしの変化を可視化し、どのようにしたら、自分のまちが暮ら
しやすくなるのかをみんなで考え、みんなで話し合いましょう。

下山 紗代子 氏

一般社団法人リンクデータ 代表理事
デジタル庁 オープンデータ伝道師 
Well-Being指標活用ファシリテーター
黒部市社会教育委員

7月-9月に実施したアンケート調査チラシ

ファシリテーター

廣川 頼央 氏

メインファシリテーター

https://well-being.digital.go.jp/dashboard/

